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瀞

・
瓦
棒
ぶ
き

（
心
木
あ
り
．
心
木
な
し
）

・
平
ぶ
き

（
一
文
字
・
竪
平
ぷ
き
）

材
料
（
窯
業
等
は
除
く
）

・
表
面
処
理
鋼
板

・
銅
板

・
塗
装
ス
テ
ン
レ
ス

（
Ｓ
Ｕ
Ｓ
三
○
四
）

⑨
樋
工
事

・
軒
ど
い
丸
型

・
住
宅
用
角
樋

・
竪
樋

材
料

・
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル

・
表
面
処
理
鋼
板

・
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど

以
上
を
本
年
度
か
ら
実

施
し
て

例
外
壁
工
事

・
角
波
・
ス
パ
ン
・
プ

リ
ン
ト

…＝

の
の
ち
、
引
続
く
建
築
業

会
の
不
況
の
中
で
中
小
業

者
の
多
い
我
々
板
金
業
者

に
重
く
の
し
か
掻
っ
て
い

る
今
こ
そ
組
合
活
動
の
原

点
に
か
え
り
、
よ
り
一
そ

う
の
協
調
を
深
め
ら
れ
た

い
と
の
要
望
が
な
さ
れ
た
・

つ
づ
い
て
「
中
板
協
」
の

会
長
で
あ
る
若
林
全
板
連

理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

長
び
く
不
況
打
開
の
た
め

建
設
者
へ
働
き
か
け
を
し

中
部
板
金
工
業
組
合
協

議
会
（
静
岡
・
愛
知
・
三

重
・
岐
阜
・
石
川
・
福
井

富
山
）
は
六
月
二
十
八
日

静
岡
県
浜
松
市
「
や
ま
文
」

に
て
、
第
六
回
総
代
会
を

開
催
し
た
。

午
後
一
時
、
静
岡
県
板

鈴
木
氏
の
司
会
に
よ
り
開

会
さ
れ
、
静
岡
県
板
理
事

長
鈴
木
辰
次
郎
氏
よ
り
、

遠
路
参
集
さ
れ
た
総
代
各

位
に
棺
い
と
御
礼
の
挨
拶

蕊

§

噌

鑑 鍵

Ｌ
幸
》

》
無
．
恥
癖

，
診
侭
ｐ
》
．
Ｊ

一
・
噸
‐
恥
引
・
●
．

”
湧
潔
●
一
峰
騨
串

噂
。
．
．
黒
、
評
盈
舜
》
》
擁
》
》
識
》
》
癖
》
鰯
耀
擁
》
蝿

中
板
協
総
代
会

「
協
調
と
団
結
を
誓
う
」

織
篭鰯鍵

愛

職
灘

鷺 ‐
Ｉ
！

磯

㈲
樋
工
事

大
型
角
樋
・
二
重
角
樋

は
来
年
よ
り
実
施
す
る
。

一
一
一
、
保
証
の
対
象
外

㈹
屋
根
勾
配
が
醒
伽
よ
り

・
も
緩
や
か
な
屋
根

㈲
融
雪
装
置
を
と
も
な
っ

た
屋
根

的
火
災
お
よ
び
強
度
の
天

然
現
象
（
地
震
ま
た
は

下
地
材
な
ど
破
損
を
伴

う
台
風
等
）
に
よ
る
被

圭
巨

㈲
公
害
に
よ
る
も
の

㈱
施
工
後
の
外
力
に
よ
る

損
傷

四
、
保
証
の
方
法

㈹
屋
根
局
部
の
修
繕
及
び

葺
替
え
施
工

㈲
屋
根
全
面
の
葺
替
え
施

工
例
そ
の
他
修
繕
に
必
要
な

施
工

雲
検
査
範
囲

い
建
坪
血
而
又
は
工
事
額

五
十
万
円
以
下
を
小
規

模
工
事
と
し
て
、
写
真

判
定
す
る
。

㈲
保
証
申
請
料

基
本
料
建
物
一
棟
毎

六
○
○
○
円

そ
の
他
、
工
事
規
模
に

応
じ
た
保
険
料
が
必
要

で
す
。

こ
の
保
証
制
度
の
施
工
資

格
の
講
習
も
今
後
開
催
さ

れ
ま
す
の
で
組
合
員
で
な

い
方
も
組
合
に
加
入
さ
れ

多
数
受
講
さ
れ
る
よ
う
、

指
導
委
員
会
か
ら
要
請
が

あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
よ
り
全
国
組
織

に
よ
る
保
証
制
度
の
発
足

に
伴
っ
て
、
愛
知
県
板
金

工
業
組
合
も
今
年
実
施
を

前
に
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
表

保
証
事
業
規
約
、
標
準
施

工
図
、
検
査
方
法
な
ど
協

議
の
た
め
保
証
委
員
会
、

検
査
委
員
会
、
講
習
ト
レ

ー
ナ
ー
に
よ
る
合
同
会
議

を
開
催
し
た
。

そ
の
結
果

一
、
保
証
工
事
施
工
者

の
資
格
は
、

例
愛
知
県
板
金
工
業
組
合

の
組
合
員
で
あ
る
こ
と

。

全
国
組
織
に
よ
る

保
証
制
度
の
発
足
に
伴
う

保
証
。
検
定
委
員
会
合
同
会
議
開
催

講
習
ト
レ
ー
ナ
ー

Ｉ
ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ

藤

名古屋市昭和区

北山町３－８－６

電話732-1226

発行広報委員会

責任施工保証制度の実施について

て
い
る
が
、
目
に
み
え
て
、

よ
く
な
る
気
配
は
な
く
、

今
し
ば
ら
く
辛
抱
の
時
が

続
く
が
互
に
協
力
し
乗
切

に
努
力
し
て
行
き
た
い
。

と
の
こ
と
ば
の
あ
と
、
六

月
に
行
な
わ
れ
た
「
全
板

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察
」
に
つ

い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

次
に
五
十
八
年
度
事
業

経
過
報
告
と
決
算
報
告
が

全
員
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

続
い
て
五
十
九
年
度
、
事

業
計
画
案
が
提
案
さ
れ
、

全
板
方
針
に
基
づ
い
て
、

補
償
制
度
の
確
立
、
技
能

士
、
管
理
技
士
の
資
格
取

得
に
よ
る
企
業
の
充
実
、

原
価
算
定
方
式
の
推
進
に

よ
る
企
業
の
合
理
化
、
国

保
、
共
済
等
に
よ
る
福
祉

の
推
進
等
を
強
く
押
し
進

め
る
様
決
議
し
た
。

又
そ
れ
ら
に
対
す
る
予
算

も
承
認
さ
れ
、
午
後
三
時

め
で
た
く
総
代
会
は
閉
会

と
な
っ
た
。
Ｓ

出
席
役
員
は
次
の
通
り

日
比
野
理
事
長
、
樽
井
副

理
事
長
、
平
野
・
宮
田
・

磯
崎
・
二
村
・
羽
柴
・
大

友
．
、
斉
藤
各
常
務
理
事

（
七
名
欠
席
）

㈲
技
能
士
の
資
格
を
有
す

る
者
で
、
鋼
板
製
屋
根

講
習
、
銅
板
製
屋
根
講

習
、
塩
ビ
雨
と
い
講
習

を
修
了
し
た
者
で
あ
る

こ
と
。

一
一
、
保
証
の
対
象
と
な
る

工
事

組
合
員
が
施
工
す
る
工

事
の
う
ち
建
築
主
か
ら

組
合
員
を
通
じ
て
要
請

の
あ
っ
た
も
の
を
対
象

と
す
る
。

㈹
屋
根
工
事

・
折
板
ぶ
き

（
重
ね
式
・
ハ
ゼ
式
）

保証委員会では本制度適用工事の範囲につい

て指導委員会及び技術専門員（標準構法トレー

ナー）と合同で協議を重ねた結果、次の通り決

定しました。

／折板ぶき（重ね式ハゼ式）

屋鰻工蕊息板蕊寵こ鱒ﾗー翼ﾃﾝ）
、平ぶき（カラー鉄板カラーステン）

"延雷|蕊緋
なお次の工事については、本年度中にマニュ

アルを策定して来年度より適用されることにな

りました。

外壁工事側噸ﾝ1ﾗーｽﾃﾝ）
樋工事角樋二重組大型樋

以 上

愛知県

板金工業組合



っ
て
説
明
が
な
さ
れ
た
あ

と
、
申
込
み
ハ
ガ
キ
を
８

月
ｎ
日
ま
で
に
事
務
局
に

提
出
し
チ
ェ
ッ
ク
の
上
一

括
し
て
建
設
業
振
興
基
金

研
修
本
部
へ
送
付
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
。

☆
総
務
委
員
会
関
連
事
項

平
野
総
務
委
員
長
よ
り

７
月
７
日
の
委
員
会
に
お

け
る
審
議
内
容
に
つ
い
て

報
告
さ
れ
た
。

・
全
板
奈
良
大
会
に
は
組

合
か
ら
一
七
○
名
が
参
加

し
無
事
終
了
し
、
予
算
面

に
お
い
て
も
略
々
枠
内
で

納
ま
っ
た
こ
と
を
報
告
。

来
年
度
の
第
訂
回
大
会

は
五
月
二
十
二
日
に
東
京

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
の
開
催

が
決
定
し
て
い
る
が
当
組

合
と
し
て
は
一
泊
程
度
の

懇
親
旅
行
を
組
み
込
ん
で

全
県
統
一
し
て
参
加
し
た
い
。

・
来
年
度
愛
板
総
代
会
は

工
業
組
合
創
立
二
十
周
年

に
あ
た
る
の
で
、
そ
れ
に

ふ
さ
わ
し
い
記
念
事
業
を

実
施
し
た
い
。

こ
の
た
め
早
急
に
組
合

表
彰
規
定
を
策
定
し
、
役

員
経
験
者
や
地
区
功
労
者

等
幅
広
く
顕
彰
す
る
等
、

関
係
者
多
数
の
参
加
を
図

り
た
い
・

そ
の
他
会
館
会
議
室
の

冷
暖
房
工
事
が
完
了
し
た

こ
と
を
報
告
し
た
あ
と
今

後
の
事
業
推
進
に
対
し
一

層
の
協
力
を
要
請
し
て
、

午
後
四
時
散
会
し
た
。
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中部板金機械工具;車照

油
学
歴
に
は
そ
れ
ぞ
れ
旧
制
学
校
等
も
含
ま
れ
ま

す
。

㈲
職
業
訓
練
法
に
よ
る
技
能
検
定
（
建
築
関
係
）
に

合
格
し
た
者

一
一
、
試
験
日

昭
和
弱
年
ｕ
月
酪
日
（
日
）

一
一
一
、
試
験
地
名
古
屋

頁
受
験
料
六
、
○
○
○
円

三
申
込
書
類

①
受
験
申
込
書
②
受
験
申
請
書

③
住
民
票
④
写
真

⑤
卒
業
証
明
書
⑥
資
格
証
明
書

曲
①
か
ら
④
ま
で
は
、
受
験
申
込
者
全
員
が
必
ず

提
出
す
る
も
の
で
す
。

昭
和
弱
年
８
月
剖
日
建
設
省
告
示
で
近
年
の
建
築
物

の
高
層
化
、
建
築
材
料
の
多
様
化
等
に
伴
い
、
ま
す
ま

す
重
要
と
な
わ
て
い
る
建
築
施
工
管
理
技
術
の
向
上
を

図
る
た
め
「
建
築
施
工
管
理
技
術
検
定
」
が
毎
年
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
や
こ
れ
は
、
年
々
増
大
を
続
け
る
建

築
需
要
に
対
応
し
、
高
度
な
施
工
技
術
を
確
保
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
・
良
質
な
建
築
物
の
提
供
を
促
進
す
る
た

め
に
全
国
一
六
○
万
人
の
建
築
技
術
者
を
対
象
に
行
な

わ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
技
術
検
定
に
合
格
し
た
者
は
、

建
設
大
臣
よ
り
合
格
証
明
書
が
交
付
さ
れ
「
建
築
施
工

管
理
技
士
」
の
称
号
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の
試
験
が

次
の
通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

記

一
、
受
験
資
格

㈹
学
歴
と
必
要
な
実
務
経
験

Ｅ
噌
僅
鑑
鮒
趨
馴

木･村製作所

茎
警
響

一
ｊ
４
Ｕ

－
ノ
ム
ー

ー
ー
ト
ー

雁弱弱震１
１COV2000語りXタイプ
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2力qVz50的白"･

ZOOV8000』ﾂ全夕
錘9Ｖ800,局&亭自動タイプ

総
代
会
後
初
の
常
務
理

事
会
は
七
月
十
二
日
午
前

か
ら
、
続
い
て
午
後
一
時

半
か
ら
は
理
事
会
が
開
か

れ
、
責
任
施
工
事
業
に
関

し
て
現
況
報
告
が
さ
れ
た

あ
と
、
「
二
級
建
築
工
事

技
術
者
特
別
研
修
」
に
つ

い
て
細
部
に
わ
た
り
説
明

が
な
さ
れ
た
。

☆
責
任
施
工
事
業

日
比
野
理
事
長
よ
り
本

業
の
実
施
に
先
立
っ
て
、

愛
知
県
板
と
し
て
各
種
構

法
施
工
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
補

足
や
実
施
方
法
に
つ
い
て

総発売元

⑤
・
③
は
各
々
該
当
者
が
必
ず
提
出
す
る
も
の
で

す
。

一
〈
、
申
込
書
類
の
提
出
先
及
び
問
合
せ
先

〒
唖
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
１
１
恥
１
５

財
団
法
人
建
設
業
振
興
基
金
・
試
験
研
修
本
部

電
話
○
三
ｌ
”
六
一
三
一
（
代
表
）

七
、
申
込
受
付
期
間

昭
和
弱
年
８
月
部
日
樹
１
９
月
狸
日
③

申
込
み
は
簡
易
書
留
に
限
り
、
締
切
日
の
消
印
の

あ
る
も
の
ま
で
有
効
。
た
だ
し
、
料
金
別
納
・
料

金
後
納
郵
便
は
締
切
日
ま
で
に
到
着
し
た
も
の
に

限
り
受
付
け
ま
す
。

へ
「
申
込
用
紙
及
び
受
験
の
手
引
」
の
請
求
に
つ
い
て

①
「
申
込
用
紙
及
び
受
験
の
手
引
」
一
組
三
○
○
円

（
郵
送
で
請
求
の
時
は
送
料
共
一
組
四
七
○
円
・

切
手
不
可
）

②
取
扱
い
場
所

中
部
建
設
協
会

〒
卿
名
古
屋
市
中
区
丸
ノ
内
三
’
五
’
一
○

住
友
商
事
丸
ノ
内
ビ
ル
内

Ⅲ
０
５
２
１
”
’
九
○
八
六

第
一
。
四
半
期
役
員
会

責
任
施
工
事
業
を
強
力
に
推
進

1章両蓑１
牢自睡・200,9白

卒自画250『愛

辱自動300『自も
牢自識４，OCPラム

(卒自画ス等ミ湿巳錘襖z）

緊
弘
弘
弘
蚤
弘

伽
獅
麺
唖
柳
趣

族
ス
ス
ス
ス
ス

曇
一
一
一
一
一
一

倉
晶
鐙
題

の
具
体
策
に
つ
い
て
、
八

月
中
に
策
定
し
た
い
と
し

て
、
保
証
委
員
、
指
導
委

員
会
を
中
心
に
そ
の
作
業

を
推
進
さ
れ
る
よ
う
要
望

さ
れ
た
。

両
委
員
会
で
は
こ
れ
を

う
け
て
七
月
十
六
日
の
合

同
委
員
会
を
は
じ
め
と
す

る
専
門
部
会
、
研
修
集
会

等
の
日
程
を
組
み
作
業
を

推
進
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

☆
２
級
建
築
工
事
技
術
者

特
別
研
修
に
つ
い
て

事
務
局
か
ら
受
講
案
内

に
も
と
づ
き
詳
細
に
わ
た

株式会社ヌカタ製作所

愛

本豊『丸石童織錘式倉社内
〒454名古璽市中川区八琢町Ｉの１８

通園０５２(Ｓ５１）１６４１－３

エ蕊所有抱壱･涜永動

蔚瀧|名古屋バッタ
ＰＡＴ

Ｘ 瞳ｖグー

そ
の
他

八
年
以
上

高
校
卒
三
年
以
上

四
年
六
月
以
上

短
大
・
高
専
卒

二
年
以
上

三
年
以
上

大
卒

一
年
以
上

一
年
六
月
以
上

学
歴
等

指
定
学
科

指
定
学
科
以
外

実
務
経
験
年
数
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ら
び
、
ビ
ー
ル
を
立
ち
の

み
す
る
人
、
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
を
買
う
人
、
ソ
ー
セ

ー
ジ
を
か
じ
る
人
、
仲
よ

く
く
っ
つ
い
て
語
り
合
う

カ
ッ
プ
ル
、
そ
れ
ぞ
れ
休

日
を
精
一
ぺ
イ
楽
し
ん
で

い
る
よ
う
だ
。

我
々
も
童
心
に
か
え
っ
て

コ
コ
ナ
ツ
に
あ
め
を
か
ら

め
た
様
な
菓
子
を
手
ぶ
り

身
ぶ
り
で
買
っ
て
、
か
じ

り
な
が
ら
歩
い
た
。

店
の
ド
イ
ツ
嬢
と
の
話
合

？
‐
は
大
変
お
も
し
ろ
か

っ
た
。

西
ド
イ
ツ
一
日
目
の
唇
一

食
は
、
八
ン
ブ
ル
グ
市
内

で
格
式
の
あ
る
、
ド
イ
ツ

料
理
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
行
っ

た
ボ
ー
イ
が
の
み
物
の
注

文
取
り
に
始
ま
り
、
ス
ー

プ
、
パ
ン
、
バ
タ
ー
、
肉

料
理
、
デ
ザ
ー
ト
の
順
で

テ
ー
ブ
ル
に
並
ぶ
。

ス
ー
プ
は
全
体
に
塩
か
ら

い
感
じ
だ
が
、
肉
料
理
は

大
変
お
い
し
か
っ
た
。

し
か
し
最
初
か
ら
終
り
迄

約
二
時
間
は
か
か
る
。

此
れ
は
我
々
が
訪
問
し
た

三
国
共
、
共
通
し
て
い
た
。

昼
の
食
事
を
二
時
間
近
く

も
か
け
て
食
べ
る
習
慣
の

な
い
日
本
人
に
は
間
が
も

て
ず
、
つ
い
、
い
ら
／
で
、

し
出
す
の
で
あ
る
。

又
食
事
の
内
容
も
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
ほ
ぼ
同
じ
パ
タ

ー
ン
で
あ
る
。

午
後
か
ら
今
回
最
初
の

全
板
連
視
察
団
一
行
二

十
一
名
中
、
愛
板
よ
り
の

参
加
者
は
、
山
田
（
西
春
）

竹
内
、
斉
藤
（
知
多
）
の

三
名
で
あ
る
。

ハ
ン
ブ
ル
グ
空
港
よ
り

バ
ス
で
ホ
テ
ル
へ
。
市
街

を
走
る
タ
ク
シ
ー
は
ベ
ン

ツ
ば
か
り
。
、
日
本
の
ク
ラ

ウ
ン
、
セ
ド
リ
ッ
ク
と
云

っ
た
と
こ
ろ
か
。

西
ド
イ
ツ
で
は
、
食
事

が
一
日
四
回
、
土
・
日
曜

日
は
休
日
。
一
年
の
う
ち

二
ケ
月
は
バ
カ
ン
ス
を
取

る
よ
う
決
め
ら
れ
て
い
る
。

仕
事
時
間
は
午
前
九
時
よ

り
午
後
三
時
迄
が
多
く
、

女
性
も
男
性
同
様
仕
事
を

持
っ
て
い
る
の
が
普
通
で

あ
る
。

通
貨
は
ド
イ
ツ
マ

ル
ク
。
一
マ
ル
ク
が

日
本
円
約
九
十
円
で

物
貨
は
日
本
と
ほ
と

ん
ど
変
ら
な
い
。

休
日
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
は
ま
っ
た
く
出
来

な
い
。
そ
の
た
め
金

曜
日
・
土
曜
日
は
す

ご
い
人
で
あ
る
。

ハ
ン
ブ
ル
グ
は
ベ
ル

リ
ン
に
次
ぐ
西
ド
イ

ツ
第
二
の
都
市
で
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
最
も

全
板
連
・
欧
州
曾
霊

建
築
板
金
業
界
視
察
団

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紀
行
。
広
報
委
員
長

戸
Ｔ
瞳
馬

b

資
材
工
具
成
型
品
、
加
工

機
械
、
重
機
に
至
る
迄
か

な
り
の
出
品
数
で
あ
っ
た
。

工
事
関
係
者
と
み
ら
れ
る

人
や
グ
ル
ー
プ
が
熱
心
に

質
問
し
た
り
、
説
明
を
聞

い
た
り
し
て
い
た
。

我
々
視
察
団
も
銅
板
製
屋

根
、
壁
材
、
軒
樋
等
に
関

心
を
示
し
、
通
訳
を
ま
じ

え
て
質
問
を
く
り
か
え
す

が
重
要
部
分
へ
話
が
来
る

と
企
業
秘
密
と
か
で
答
え

て
く
れ
な
い
事
も
あ
っ
た
。

全
体
的
に
み
て
、
製
品
そ

の
も
の
は
、
ド
イ
ツ
人
気

質
と
云
う
の
か
、
建
物
の

構
造
か
ら
な
の
か
、
単
調

な
製
品
が
多
い
が
堅
牢
に

出
来
て
い
る
事
は
共
通
し

て
い
る
。

屋
根
材
の
銅
板
は
○
・
五

ｍ
が
一
番
薄
い
方
で
○
・

八
皿
一
伽
な
ど
ザ
ラ
で

亙
棒
状
に
加
工
し
た
も
の

が
多
い
様
だ
。

』 Ｌ

ウ
レ
タ
ン
系
だ
と
思
わ
れ

る
が
二
○
○
ｍ
以
上
の
も

の
が
常
時
使
わ
れ
て
い
る

よ
う
だ
。
ハ
ン
ブ
ル
グ
の

冬
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
位

ま
で
下
る
そ
う
だ
か
ら
当

然
か
も
知
れ
な
い
。

工
具
類
で
は
手
動
用
、
電

動
工
具
も
用
途
に
合
っ
た

工
夫
が
さ
れ
、
ア
ル
ミ
製

荷
上
タ
ワ
ー
等
も
種
々
様

々
な
も
の
が
出
品
さ
れ
て

い
た
。
建
設
作
業
用
重
機

は
建
物
が
四
・
五
階
建
と

高
層
な
建
物
が
多
い
せ
い

か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に

合
っ
た
専
用
機
的
な
機
種

が
開
発
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
見
受
け
ら
れ
た
。

我
々
一
行
は
午
後
六
時
迄

見
て
回
っ
た
が
半
日
位
で

は
と
て
も
回
り
き
れ
な
か

っ
た
。
じ
っ
く
り
見
た
ら

二
日
間
位
は
か
か
る
と
思

漁
っ
。

会
場
を
大
急
ぎ
で
見
て

〆
，
Ｌ
』

斉
藤
充
昭

重
要
な
商
業
港
の
一
つ
で

あ
る
。

町
の
ま
ん
中
に
「
ハ
ン
ブ

ル
グ
の
宝
」
と
云
わ
れ
る

ア
ル
ス
タ
ー
湖
が
広
が
り

森
と
水
の
豊
富
な
美
し
い

た
た
ず
ま
い
を
見
せ
て
い

る
。
ア
ル
ス
タ
ー
湖
は
エ

ル
ベ
川
の
水
を
溜
め
た
人

造
湖
で
内
ア
ル
ス
タ
ー
湖

と
外
ア
ル
ス
タ
ー
湖
が
、

ロ
ン
パ
ル
ッ
橋
と
ケ
ネ
デ

ィ
橋
で
仕
切
ら
れ
て
い
る
。

特
に
外
ア
ル
ス
タ
ー
西
岸

は
す
ば
ら
し
い
の
一
言
。

又
内
ア
ル
ス
タ
ー
湖
畔
で

は
ヤ
ン
グ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
シ
ョ
ー
が
催
さ
れ
た
り

日
本
の
露
店
の
よ
う
な
テ

ン
ト
張
り
の
店
が
立
ち
な

軒
樋
は
普
通
サ
イ
ズ
が
、

一
五
○
ｍ
、
板
厚
は
○
・

八
叩
か
一
ｍ
で
ガ
ラ
巻
は

十
三
”
の
丸
棒
が
差
込
ん

で
あ
る
。

金
物
類
は
五
○
ｍ
巾
×
八

”
厚
の
平
銅
製
で
あ
る
。

（
平
鋼
製
も
あ
り
）
こ
れ

だ
け
大
き
く
、
し
っ
か
り

し
て
い
れ
ば
人
間
が
中
を

歩
い
た
り
、
ぶ
ら
さ
が
っ

て
も
ビ
ク
と
も
し
な
い
だ

ろ
う
。

雨
樋
メ
ー
カ
ー
の
係
員
と

の
話
合
の
中
で
日
本
製
ツ

ギ
メ
な
し
エ
ル
ボ
と
立
樋

の
サ
ン
プ
ル
を
送
っ
て
ほ

し
い
と
要
請
さ
れ
る
一
幕

も
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の
外

に
は
、
ア
ス
ベ
ス
ト
系
着

色
亙
や
石
材
を
十
ｍ
位
に

そ
い
だ
屋
根
材
が
い
ろ
い

ろ
な
形
で
サ
ン
プ
ル
施
工

さ
れ
展
示
し
て
あ
っ
た
。

中
で
も
驚
い
た
の
が
断
熱

材
の
厚
さ
で
あ
る
。

Ｊ
錘

回
っ
た
感
想
と
云
え
ば
、

全
体
的
に
製
品
自
体
大
味

で
は
あ
る
が
、
し
っ
か
り

丈
夫
に
作
ら
れ
て
お
り
、

伝
統
的
な
資
材
、
伝
統
的

な
ド
イ
ツ
技
術
に
新
し
い

感
覚
を
取
り
入
れ
た
展
示

物
に
研
究
の
あ
と
が
う
か

が
わ
れ
た
。

時
間
の
足
り
な
い
の
を
残

念
に
思
い
な
が
ら
会
場
を

あ
と
に
ホ
テ
ル
へ
帰
っ
た
。

日
本
で
は
建
物
を
作
る

場
合
に
は
建
築
基
準
法
が

あ
る
の
と
同
じ
で
、
西
ド

イ
ツ
で
も
勝
手
に
建
築
す

る
こ
と
は
出
来
な
い
。

ハ
ン
ブ
ル
グ
市
で
は
市
の

計
画
に
よ
り
、
地
域
別
に

形
状
、
資
材
、
色
が
厳
し

く
決
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
を
無
視
し
て
工
事
を

す
る
と
、
市
に
よ
っ
て
取

壊
さ
れ
、
そ
の
代
金
を
請

求
さ
れ
る
事
に
な
る
。

だ
か
ら
建
物
は
整
然
と
並

び
樹
木
の
緑
が
み
ご
と
に

配
置
さ
れ
、
す
っ
き
り
と

し
た
落
着
き
を
み
せ
て
い

る
。

そ
れ
か
ら
ド
イ
ツ
人
は
、

陽
気
で
気
さ
く
で
親
切
で

あ
る
。
そ
し
て
毎
日
の
生

活
を
家
族
そ
ろ
っ
て
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
人
間
性
、
生
活

様
式
を
、
働
き
バ
チ
の
日

本
人
も
大
い
に
見
習
う
所

が
あ
る
と
思
う
。

目
的
で
あ
る

「
ハ
ン
甑
フ
ル

グ
国
際
見
本

市
、
屋
根
、

壁
展
」
会
場

へ
出
か
け
た
。

会
場
は
一
号

か
ら
七
号
館

ま
で
展
示
さ

れ
て
お
り
、

一
つ
の
建
物

が
名
古
屋
の

吹
上
ホ
ー
ル

位
あ
り
、
屋

根
、
壁
等
の
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一
‐
編
翼
磯
記
‐
一

耀慰露鶴｛i驚麓鍔講鎖
唯

笹
野
青
年
部
長
を
は
じ

め
参
加
者
は
部
員
詑
名
、

地
元
問
屋
二
社
２
名
総
勢

型
名
で
、
弱
年
度
の
研
修

旅
行
と
し
て
６
月
型
・
妬

日
東
京
方
面
へ
行
っ
て
き

ま
し
た
。

１
日
目
・
午
前
８
時
梅
雨

空
の
な
か
出
発
、
午
前
中

車
中
で
こ
れ
か
ら
の
業
界

の
有
り
方
と
発
展
、
対
人

関
係
、
青
年
部
へ
の
希
望

な
ど
熱
の
入
っ
た
討
議
が

自
己
紹
介
と
共
に
始
ま
り

も
っ
と
時
間
が
ほ
し
い
位

有
意
義
な
話
し
合
い
が
な

さ
れ
た
。
午
后
１
時
別
分

支
部
だ
よ
り

東
三
支
部
青
年
部
順
坐
雫
一
一
》

〃
研
修
撫
繍
溌
蕃
う
″

１
１
１
１
１
１
１
１
１
１

編
集
後
記

Ｉ
１
１
１
１
１
１
１
１
Ｉ

識
準
拳

溺
蹄
滋
恩
壁
…
驚
襲

株
式
会
社
の
御
好
意
に
よ

り
場
所
を
提
供
し
て
頂
き

無
事
終
っ
た
。

当
日
は
梅
雨
期
で
は
あ

っ
た
が
幸
い
好
天
に
恵
ま

れ
大
多
数
の
参
加
者
で
賑

わ
っ
た
。
献
血
終
了
後
、

子．ごＦ
財ｱ

鰯

各
自
ハ
ヅ
レ
な
し
の
福
引

ク
ジ
を
引
く
。

尚
七
月
中
は
「
全
国
愛

の
血
液
助
け
合
い
運
動
」

期
間
中
で
も
あ
り
献
血
に

参
加
し
て
頂
い
た
会
員
の

方
々
に
は
心
よ
り
感
謝
致

し
ま
す
。

血
液
セ
ン
タ
ー
で
は
献

血
さ
れ
た
血
液
は
輸
血
用

血
液
と
し
て
安
全
を
確
保

す
る
た
め
の
検
査
の
ほ
か

に
、
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
量
な
ど
六
つ
の
項

目
に
つ
い
て
生
化
学
検
査

を
行
っ
て
い
る
と
の
事
、

こ
の
検
査
は
「
検
査
サ
ー

ビ
ス
」
と
い
っ
て
献
血
者

の
健
康
管
理
の
一
助
と
し

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
献

血
の
つ
ど
提
供
さ
れ
た
血

液
を
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に

つ
い
て
検
査
し
、
そ
の
標

準
位
と
本
人
の
数
値
を
封

書
に
て
自
宅
宛
に
郵
送
し

生
化
学
検
査
が
思
わ
ぬ
形

で
日
頃
の
健
康
状
態
を
知

る
こ
と
が
出
来
早
目
の
手

当
で
命
拾
い
を
し
た
と
云

う
こ
と
も
あ
り
健
康
管
理

上
大
い
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
と
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。最

後
に
お
骨
折
り
を
頂

い
た
各
々
の
担
当
者
の
方

々
に
心
よ
り
感
謝
し
、
全

会
員
の
御
健
康
と
御
多
幸

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

知
多
支
部

沼
津
啓
二

ｌ
ｅ
Ｉ
Ｏ
Ｄ
●
・
●
ｐ
■
Ｇ
９
＃
、
‐

■
■
●
。
◆
ｅ
早
●
●
。
●
●
Ｃ
Ｏ
●
●
●
●
。
●
弔
自
９
●
巳
●
ｐ
●
Ｉ
●
ｂ
○
Ｂ
●
●
◆
。
■
Ｂ

●
●
●
。
●
◆
ａ
Ｂ
ｇ
９
０
０
０
５
０

お
し
ら
せ

▼
脱
退
者

碧
南
支
部
板
倉
永
治

▼
廃
業

西
尾
支
部
小
島
良
一

聯
，
雛
遜

東
京
着
そ
の
后
高
層
ビ
ル

サ
ン
シ
ャ
イ
ン
釦
と
上
野

ア
メ
横
な
ど
を
見
学
、
驚

き
と
溜
息
の
な
か
そ
れ
・
ぞ

れ
の
思
い
出
に
な
っ
た
事

と
思
い
ま
す
。

夜
に
入
っ
て
日
頃
の
喉

を
競
っ
て
「
カ
ラ
オ
ケ
大

会
」
を
行
な
い
、
部
員
の

親
睦
に
つ
な
が
る
宴
会
へ

と
入
っ
て
い
き
ま
し
た
。

賞
品
も
み
ん
な
に
わ
た
り

大
い
に
ハ
ッ
ス
ル
し
ま
し

た
。
散
会
後
は
そ
れ
ぞ
れ

新
宿
、
吉
原
の
ネ
オ
ン
街

を
散
歩
、
短
か
い
一
日
を

終
り
ま
し
た
。

懸
溌

広
島
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
て
早
く
も
三
十
九
年
。

今
年
も
あ
の
い
ま
わ
し
い

八
月
六
日
が
近
ず
い
て
い

る
過
日
、
「
広
島
平
和
記

念
資
料
館
」
を
お
と
ず
れ

数
々
の
展
示
物
を
目
に
し

て
原
爆
の
お
そ
ろ
し
さ
、

悲
惨
な
出
来
事
を
あ
ら
た

め
て
思
い
知
ら
さ
れ
た
。

そ
し
て
戦
争
と
は
云
え
原

爆
投
下
を
指
示
し
た
当
時

の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
の
犬

畜
性
に
も
劣
る
行
為
に
い

き
ど
う
り
の
気
持
を
押
え

る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。

今
年
も
国
・
県
・
原
水

協
・
原
水
禁
と
云
っ
た
団

体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で

慰
霊
式
と
平
和
行
進
を
行

う
と
の
事
で
あ
る
が
、
本

当
に
原
爆
の
犠
牲
に
な
っ

た
広
島
市
民
の
冥
福
を
祈

る
気
持
が
あ
る
の
な
ら
、

こ
の
日
ば
か
り
は
思
想
信

条
を
別
に
し
て
、
心
を
一

つ
に
し
た
追
悼
集
会
を
開

く
の
が
本
来
の
形
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

・
七
月
二
十
七
日
燭
快
晴

一
七
六
号
編
集
会
議

委
員
五
名
出
席

午
后
五
時
三
十
分
終
了
⑧

愛

知
多
支
部
献
血
グ
ル
ー
プ

愛
の
献
血
活
動

２
日
目
・
午
前
８
時
出
発

９
時
か
ら
咽
時
半
ま
で
、

船
橋
の
太
洋
製
鋼
の
こ
れ

か
ら
の
外
壁
材
ウ
オ
ー
ル

パ
ネ
ル
の
研
修
、
工
場
内

を
見
学
し
た
。

午
後
１
時
か
ら
２
時
半

ま
で
、
八
潮
市
の
盛
光
の

機
械
工
具
を
見
学
、
一
路

豊
橋
へ
、
午
後
８
時
別
分

み
ん
な
元
気
に
帰
宅
。

〃
献
血
は
人
と
人
を
結
ぶ

愛
の
か
け
は
し
″
を
合
言

葉
に
当
知
多
支
部
の
年
間

行
事
の
一
環
と
し
て
全
会

員
に
呼
び
か
け
、
去
る
七

月
五
日
（
木
）
午
后
一
時

よ
り
半
田
市
内
の
武
豊
屋

大
変
有
意
義
な
研
修
旅

行
で
し
た
。
関
係
者
、
部

員
の
皆
さ
ん
、
ど
う
も
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
年
も
行
な
い
ま
す
の

で
多
数
の
ご
参
加
を
〃
・

東
三
支
部
脇
坂
美
治


